
   

 

 

 

「女性による女性のためのスキルアップセミナー ～気づけば防災～｣開催 
 
令和 3年 11 月 14日 14時から夢みらい館さばえにおいて、女性部会研修会として標記の研修が行われまし

た。福井高専の芹川由布子助教（福井県防災士会顧問）を講師に迎え、女性参加者に 
・被災地現地調査の記録 
・高専生の防災への取組 
・女性目線での避難を考える 

等の説明がありました。 
その後、コロナ禍である事も考慮しながら参
加者によるワークショップも行われ、避難時
の防災グッズについて活発に意見交換がされ
ました。 
 
 
 
 

 
 

 

 

 

 

▲避難行動及び避難所に関するアンケート調査のご協力

のお願い(福井高専の学生より) 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
｢地域防災マップ作成支援｣に協 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 3 年 9 月 18 日 8 時から 11 時まで大野市春日 3 丁目上区自主防災会主催の地区防災マップ作製に春日

南部集会所にお伺いいたしました。 

春日 3丁目上区自主防災会から 6名、春日郵便局局長（防災士）市議会議員 1名（防災士） 

大野市職員 3名、県職員 1名、福井県防災士会 3名で参加いたしました。 

朝ちょっと早くお伺いするのに苦労いたしましたが久保田副理事長が講師として、二木副理事長と片山が

これから大野市にての地区防災マップ作製のサポートとしてお伺いするため予備研修のサポートとしてお伺

いいたしました。 

春日南部集会所にてまず 30分ほど大野市企画総務部防災防犯課の辻課長から大野市総合防災マップ（ハザ

ードマップ）の地区ごとの見方の説明と注意事項を説明され、続いて福井県防災士会の久保田副理事長が地

区の防災マップの必要性を説明し２グループごとに分かれ、まず町内の危険個所を地図上で各々確認し各自

の A3用紙台の地図に書き込み、各グループごとに分かれ町内の危険個所の確認に向かいました。 

各グループには大野市防災防犯課職員と県危機管理課の担当者、福井県防災士会のメンバーが付き添い 1

時間程度、街歩きを行い実際の危険個所の確認と空き家など家の管理ができてなく瓦、塀などの危険個所の

確認、大野市は側溝の用水の水量が豊富でありかつ深いためカバー等の無いところも危険個所として確認し

ておりました。また指定避難所までの道筋も確認を行い災害時の経路の確認も行いました。 

街歩き後、集会所に戻りグループごとに危険個所、気の付いたところを A0の白地図に記入し被災したとき

の避難経路を確認し次回までにもう一度各自にて危険個所を確認して完成にもっていこうと進めております。 
また今回のA0の記入した地図データーは大野市にてパソコンにて整理して次回集合時に持参いただけると

のこと 
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◇福 井県内の 会員数 ◇ 

（2021年 9月末日現在） 

   220名 
(特別会員等を除く) 

 103名 

防災士(県内)  3,609名 

防災士(全国) 214,459名 

▲地区防災マップについて説明する久保田副理事長 ▲地域の危険個所について協議する参加者 

▲市が清書してきた地区防災マップについてさらに検討 ▲下据地区防災マップで資料配布する二木副理事長 
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こくみん共済 coop 提供 
安心子育て パパママラジオ収録に参加 

 

こくみん共済ｃｏｏｐ福井推進本部が 60周年記念事業として「子どもの健全育成の取り組み」のため「安

心子育てパパママラジオ」の放送を開始しました。 

 

県内幼稚園の保護者の方々からいただいた「交通安全」「防災」「子育て」に関する悩み事に、それぞれの

専門家が優しくお答えするというラジオ番組で、福井県防災士会からは久保田副理事長と立平事務局長が収

録に対応しました。 

1月 7日から毎週金曜日に 5回にわたり FBCラジオ（AM）で放送される予定です。よろしければご拝聴くださ

い。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

〇「12/18実施予定の若狭町立 三宅小学校 

 

1・2年生対象のぼうさい教室（授業参観）で

す」 

 

 

〇「11/17実施の若狭町立 上中中学校です。 

 

依頼内容は、災害に関する専門家や防災士の

資格を持った方々に接する機会がほとんどな

いため、確実な知識を身につけるとともに、

子供たちがそういった職業や資格に興味を持

ち勉強したいと思うような機会になればと考

えています」です。 

 

 

〇10/28実施の高志高校・高志中学校の生徒 

数約 1,000名に対するオンライン防災教室で

す。 

（※一部内容に変更がありました） 

 

 

 
福井ぼうさいの仲間 ＃26 

 

氏名 松井 峰晴（まつい みねはる） 

職業・勤務先 (株)みらいファイル 

 

防災士になるきっかけは？ 

「病きっかけ防災士に、オンリーワンの生き方を」 これは、2019年 6月 13日付福井新聞特集記事

「ふくいを生きる 『がん』読者の声」で取材を受け、掲載されたものです。この通りです。 

 

活動の中心とそのきっかけは？ 

活動の中心は、学校防災です。きっかけは、東日本大震災の「釜石の奇跡（出来事）」と「大川小

学校の悲劇」さらに「福井地震後の豪雨（福井地震物語）」が風化されないようにとの思いからです。 

 

本年度の活動の主なものをご紹介ください 

次に一部紹介します。 

 


